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第
一
　
公
職
選
挙
法
改
正
等
の
概
要

　
本
書
で
は
、
次
に
掲
げ
る
平
成
二
五
年
か
ら
平
成
二
七
年
ま
で
の
公
職
選
挙
法
等
の
改
正
の
内
容
及
び
経
緯
に
つ

い
て
記
述
し
て
い
る
。

一�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
解
禁
（
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、平
成
二
五
年
法
律
第
一
〇
号
・

四
月
二
六
日
公
布
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
に
鑑
み
、
議
員
提
案
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
選

挙
運
動
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
公
職
選
挙
法
施
行
規
則
の
改
正
も
行
わ
れ
て
い
る
。

二�

　
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め
の
改
正
（
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め
の
公
職
選

挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
平
成
二
五
年
法
律
第
二
一
号
・
五
月
三
一
日
公
布
）

　
従
前
の
公
職
選
挙
法
の
規
定
で
は
、
成
年
被
後
見
人
は
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
れ
を
憲
法
違
反
と
し
た
地
裁
判
決
を
契
機
と
し
て
、
議
員
提
案
に
よ
り
、
こ
の
欠
格
条
項
を
削
除
す
る

こ
と
等
を
内
容
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
日
本
国

憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
改
正
も
行
わ
れ
て
い
る
。
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三�
　
都
道
府
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
設
定
の
改
正
（
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
平
成
二
五
年
法
律
第

九
三
号
・
一
二
月
一
一
日
公
布
）

　
都
道
府
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
に
つ
い
て
、
従
前
の
公
職
選
挙
法
の
規
定
で
は
、
郡
市
の
区
域
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
が
、
郡
の
存
在
意
義
が
大
き
く
変
質
し
て
い
る
実
情
等
に
鑑
み
、
議
員
提
案
に
よ
り
、
一
定
の
要
件

の
下
で
、
市
町
村
を
単
位
と
し
て
条
例
で
選
挙
区
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
も
行
わ
れ
て
い
る
。

四�

　
選
挙
権
年
齢
等
の
引
き
下
げ
等
の
改
正
（
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
平
成
二
七
年
法
律
第
四

三
号
・
六
月
一
九
日
公
布
）

　
年
齢
満
一
八
年
以
上
二
〇
年
未
満
の
者
が
公
職
の
選
挙
等
に
参
加
で
き
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
議
員
提
案
に
よ

り
、
選
挙
権
年
齢
を
満
一
八
年
以
上
に
引
き
下
げ
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
。

五�

　
参
議
院
の
定
数
是
正
及
び
二
県
の
区
域
を
区
域
と
す
る
選
挙
区
の
設
置
の
た
め
の
改
正
（
公
職
選
挙
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
、
平
成
二
七
年
法
律
第
六
〇
号
・
八
月
五
日
公
布
）

　
参
議
院
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
、
選
挙
区
間
に
お
い
て
議
員
一
人
当
た
り
の
人
口
に
不
均
衡
が
生

じ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
議
員
提
案
に
よ
り
、
各
選
挙
区
の
定
数
の
是
正
（
一
〇
増
一
〇
減
）
を
行
う
と
と
も
に
、

二
県
を
合
わ
せ
た
区
域
の
選
挙
区
を
設
け
、
こ
の
選
挙
区
に
お
い
て
行
わ
れ
る
選
挙
を
管
理
執
行
す
る
た
め
参
議
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院
合
同
選
挙
区
選
挙
管
理
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
及
び
同
法
施
行
規
則
の
改
正
も
行
わ
れ
て
い
る
。



第
二
章
　
公
職
選
挙
法
改
正
等
の
経
緯
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第
一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
解
禁
の
経
緯

一
　
平
成
二
二
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
ま
で
の
動
き

　

平
成
一
〇
年
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
状
況
等
を
踏
ま
え
、
各
政
党
に
お
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

選
挙
運
動
に
使
用
す
る
こ
と
の
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

民
主
党
は
、
平
成
一
〇
年
（
衆
法
四
三
号
）、
平
成
一
三
年
（
衆
法
二
五
号
）、
平
成
一
六
年
（
衆
法
三
二
号
）、

平
成
一
八
年
（
衆
法
四
〇
号
）
に
議
員
立
法
に
よ
る
公
職
選
挙
法
の
改
正
法
案
を
提
出
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も

成
立
す
る
こ
と
な
く
、
衆
議
院
の
解
散
等
に
よ
り
廃
案
に
な
っ
た
。

　

自
民
党
は
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
、
党
の
選
挙
制
度
調
査
会
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ー
ム
」（
座
長
：
世
耕
弘
成
参
議
院
議
員
）
を
設
け
て
検
討
を
進
め
、
平
成
一
八
年
五
月

に
最
終
報
告
（
案
）
を
と
り
ま
と
め
、
選
挙
制
度
調
査
会
に
報
告
し
た
が
、
法
案
提
出
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
改
正
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
各
政
党
の
検
討
の
動
き
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
、
平
成
二
二
年
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
直
前
で
あ
る
。

　

こ
の
年
の
四
月
に
は
、
当
時
の
野
党
で
あ
っ
た
自
民
党
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
解
禁
を
目
的
と
す

る
公
職
選
挙
法
改
正
案
（
衆
法
第
一
八
号
）
が
提
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
国
会
の
各
党
の
代
表
者
に
よ
る
協
議
会
も
発
足
し
、
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
選
挙
運
動
に
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
る
よ
う
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
法
律
の
改
正
案

が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
政
治
的
混
乱
に
伴
い
国
会
に
提
出
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
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二
　
平
成
二
四
年
一
二
月
の
第
四
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
後
に
お
け
る
各
党
の
議
論

　

今
回
の
法
改
正
に
あ
た
り
、
再
び
各
党
の
議
論
が
活
発
化
し
た
の
は
、
平
成
二
四
年
一
二
月
の
第
四
六
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

平
成
二
四
年
一
二
月
末
、
自
民
党
の
安
倍
晋
三
総
裁
は
、
平
成
二
五
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選
挙
運
動
を
解
禁
し
た
い
旨
の
意
向
を
示
し
た
。

　

年
が
明
け
て
か
ら
は
、
前
記
の
総
選
挙
に
よ
り
再
び
与
党
と
な
っ
た
自
民
党
内
で
も
、
選
挙
制
度
調
査
会
（
会

長
：
逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
）
を
中
心
と
し
た
議
論
が
活
発
化
し
、
平
成
二
五
年
一
月
二
二
日
に
は
、
選
挙
制
度

調
査
会
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
」（
座
長
：
平
井
た
く
や
衆
議
院
議
員
）
を

設
置
し
、
以
降
回
を
重
ね
て
当
該
Ｐ
Ｔ
を
開
催
し
つ
つ
、
公
明
党
と
も
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

選
挙
運
動
解
禁
に
関
す
る
案
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
二
二
年
四
月
に
自
民
党
が
提
出
し
た
法
案
の
内
容
を
基
本
的
に
は
踏
襲
し
つ
つ
、
候
補
者
・

政
党
等
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
用
文
書
図
画
の
頒
布
を
引
き
続
き
解
禁
し
な

い
こ
と
と
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
点
で
従
来
提
出
し
て
い
た
法
案
か
ら
内
容
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
五
年
二
月
一
三
日
に
は
、
与
党
で
あ
る
自
民
党
・
公
明
党
が
野
党
全
会
派
に
呼
び
か
け
、
協
議
が
開
始

さ
れ
た
。
三
月
五
日
に
は
、
参
加
す
る
各
党
・
会
派
に
よ
り
確
認
書
へ
の
署
名
が
な
さ
れ
、
各
党
・
会
派
が
主
体

的
に
参
加
す
る
形
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
等
に
関
す
る
協
議
会
」（
以
下
、第
二
章
第
一
に
お
い
て
「
各

党
協
議
会
」
と
い
う
。）
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
協
議
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
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こ
の
一
連
の
各
党
間
協
議
で
は
、
四
月
末
に
か
け
て
数
回
に
わ
た
り
、
与
党
（
自
民
・
公
明
）
案
に
関
す
る
論

点
整
理
を
中
心
に
、
改
正
内
容
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
た
。

三
　
公
職
選
挙
法
改
正
法
案
提
出
か
ら
成
立
ま
で

　

三
月
一
日
に
は
、
民
主
党
・
み
ん
な
の
党
が
共
同
し
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
案
（
衆
法
第
一

号
）
を
提
出
し
た
。

　

三
月
一
三
日
に
は
、
自
民
党
・
公
明
党
・
日
本
維
新
の
会
が
共
同
し
て
、
与
党
案
を
基
に
し
た
公
職
選
挙
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
法
第
三
号
）
を
提
出
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
二
つ
の
法
律
案
の
主
な
違
い
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
選
挙
運
動
が
で
き
る
者

　

・
自
民
・
公
明
・
維
新
案
：
候
補
者
・
政
党
等
に
限
る

　

・
民
主
・
み
ん
な
案　
　

：
候
補
者
・
政
党
等
に
加
え
、
第
三
者
も
対
象

②　

選
挙
運
動
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
す
る
政
治
活
動
用
有
料
バ
ナ
ー
広
告
の
掲
載
が
で
き
る
者

　

・
自
民
・
公
明
・
維
新
案
：
政
党
等
の
み

　

・
民
主
・
み
ん
な
案　
　

：
候
補
者
・
政
党
等

　

両
案
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
一
日
に
、
衆
議
院
・
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
四
月
二
日
、
五
日
及
び
一
一
日
に
両
案
の
審
議
、
四
月
四
日
に
参
考
人
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
自
民
党
・
公
明
党
・
日
本
維
新
の
会
と
、
民
主
党
・
み
ん
な
の
党
の
間
に
お
い
て
は
、
候
補
者
・
政
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党
等
以
外
の
選
挙
運
動
用
電
子
メ
ー
ル
の
取
り
扱
い
等
を
め
ぐ
っ
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

自
民
党
・
公
明
党
・
日
本
維
新
の
会
は
、
民
主
党
・
み
ん
な
の
党
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
候
補
者
・
政
党
等
以

外
の
選
挙
運
動
用
電
子
メ
ー
ル
及
び
公
職
の
候
補
者
に
関
す
る
有
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
既
に
提
出
し
て
い
た
法
案
の
附
則
第
五
条
を
修
正
す
る
案
を
、
四
月
一
一
日
の
衆
議
院
に
お
け
る
委
員
会
審

議
の
後
、
提
出
し
た
。

　

本
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、
民
主
・
み
ん
な
法
案
が
否
決
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
民
・
公
明
・
維
新
の
修
正

法
案
が
付
託
さ
れ
、
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
該
修
正
法
案
は
、
四
月
一
二
日
に
衆
議
院
本
会

議
に
お
い
て
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。

　

参
議
院
に
お
い
て
は
、
四
月
一
八
日
に
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
自

民
・
公
明
・
維
新
法
案
が
審
議
さ
れ
た
後
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
四
月
一
九
日
に
参
議
院
本
会

議
に
お
い
て
も
全
会
一
致
で
可
決
成
立
さ
れ
た
。

　

な
お
、
衆
議
院
・
参
議
院
に
お
け
る
委
員
会
審
議
に
際
し
、
法
案
に
附
帯
決
議
を
付
す
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全

会
一
致
で
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
法
律
は
、
四
月
二
六
日
に
平
成
二
五
年
法
律
第
一
〇
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、
公
布
か
ら
一
月
後
の
五
月
二

六
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
第
二
三
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
公
示
日
で
あ
る
平
成
二
五
年
七
月
四
日
以
降
に
公
示
・
告
示
さ

れ
る
国
政
選
挙
・
地
方
選
挙
に
つ
い
て
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
の
解
禁
に
係
る
改

正
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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第
二
　
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め
の
改
正
の
経
緯

一
　
概
要

　

平
成
二
五
年
三
月
一
四
日
の
東
京
地
裁
判
決
を
契
機
に
、
与
党
内
で
議
論
が
始
め
ら
れ
、
四
月
九
日
に
自
民
党

と
公
明
党
に
よ
る
「
与
党 

成
年
被
後
見
人
と
選
挙
権
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
」
が
設
置
さ
れ
、
五
月
七
日
に
法
案
要
綱

与
党
案
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
五
月
九
日
に
与
党
案
が
各
党
に
示
さ
れ
、
五
月
一
七
日
に
各
党
の
賛
同
を
得
て

各
派
共
同
提
案
に
よ
り
法
律
案
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
五
月
二
一
日
に
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て

全
会
一
致
で
可
決
、
五
月
二
七
日
に
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
し
た
。

二
　
東
京
地
裁
判
決

　

後
見
開
始
に
よ
り
成
年
被
後
見
人
と
な
っ
た
た
め
、
公
職
選
挙
法
第
一
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
っ
て

選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
原
告
が
、
国
に
対
し
、
同
規
定
は
憲
法
第
一
五
条
等
に
違
反
し
無

効
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
次
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
の

確
認
を
求
め
る
裁
判
の
判
決
が
、
平
成
二
五
年
三
月
一
四
日
に
東
京
地
方
裁
判
所
で
言
い
渡
さ
れ
た
。

　

東
京
地
裁
判
決
で
は
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
に
足
る
能
力
が
な
い
者
に
選
挙
権
を
付
与
し
な
い
と
す
る
立
法
目

的
自
体
に
は
合
理
性
は
あ
る
が
、
制
度
趣
旨
が
異
な
る
成
年
後
見
制
度
を
借
用
し
、
成
年
被
後
見
人
か
ら
一
律
に

選
挙
権
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
、
や
む
を
得
な
い
制
限
と
は
い
え
ず
、
憲
法
の
規
定
に
違
反
し
無
効
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
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こ
の
判
決
に
対
し
、
国
は
控
訴
し
た
が
、
改
正
法
の
成
立
を
受
け
、
裁
判
上
の
和
解
に
よ
り
同
年
七
月
に
訴
訟

は
終
結
し
た
。

三
　
与
党
に
お
け
る
議
論

　

与
党
Ｐ
Ｔ
に
お
い
て
は
、
各
国
の
様
々
な
立
法
例
が
検
討
さ
れ
た
が
、
成
年
被
後
見
人
と
な
る
か
ど
う
か
で
、

選
挙
権
が
一
律
に
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は
合
理
的
で
な
い
と
の
考
え
方
を
基
本
と
し
て
、
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権

等
の
欠
格
条
項
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
は
別
に
、
選
挙
の
公
正
確
保
の
た
め
に
所
要
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
の
任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
改
正
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
短
期
間
に
精
力
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
　
国
会
審
議

　

五
月
一
七
日
に
「
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め
の
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
逢󠄀
沢
一
郎
君
外
一
〇
名
提
出
、
衆
法
第
一
六
号
）」
が
八
会
派
（
自
民
、
民
主
、
維
新
、
公
明
、
み
ん
な
、
共
産
、

生
活
、
社
民
）
の
共
同
提
案
に
よ
り
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。

　

五
月
二
一
日
の
「
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
及
び
同
日
の
衆

議
院
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。

　

五
月
二
七
日
の
「
参
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
及
び
同
日
の
参
議
院
本

会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
し
た
。
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